
Sunday 24 February 2019, 15:00 TOPPAN HALL
15:00開演 トッパンホール

全席指定 5,000円 ／学生2,500円
発売：10月24日水［ 会員：10月20日土 ］

2 24 2019
日

ウェーベルン： 4つの小品 Op.7（1910）

バルトーク： 無伴奏ヴァイオリン・ソナタ Sz117（1944）

シュニトケ： ヴァイオリン・ソナタ第2番《ソナタ風》（1968）

ジョン・アダムズ：ロードムービー （1995)

Webern: 4 Stücke für Violine und Klavier Op.7

Bartók: Sonate für Violine solo Sz117

Schnittke: Sonate für Violine und Klavier Nr.2 “Quasi una sonata”

John Adams: Road Movies
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Sayako Kusaka
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〈日下紗矢子  ヴァイオリンの地平 4 〉近現代

ヴァイオリン 3公演セット券
トッパンホールクラブゴールド会員 14,060円 
レギュラー会員／一般 15,910円

限定数販売

株式会社きんでん



2018.9
日下写真©藤本史昭

トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

　〈弦のトッパン〉を牽引する邦人演奏家として、真っ先に
名前を挙げられるひとりが日下紗矢子であることに異論を挟
む方はいないだろう。2008年、〈ランチタイム コンサート〉
初登場、2010年から12年に開催された〈エスポワール シ
リーズ〉、それに続くこの〈日下紗矢子 ヴァイオリンの地
平〉と、10年以上にわたって継続してトッパンホールのス
テージに立ってきた（その間のホール15周年の室内楽フェ
スティバルでの活躍も抜かすわけにはいかない）。
　さらに言うなら、アメリカに留学していた日下が、ライ
ナー・クスマウルに師事したいと願ってアクションを起こし
た時点からトッパンホール（および私）との深い付き合い、
つながりが始まっている。そんな日下紗矢子が、ベルリンと
いう世界の音楽シーンの中心で活躍する中で、自己の立ち位
置を見つめ直すためにこの〈ヴァイオリンの地平〉シリーズ
を活用してくれたのは実に喜ばしいし、まさにこちらの真意
を汲んでくれたシリーズとなった。日下は本シリーズでは一
貫して、独奏楽器としてのヴァイオリンが、イタリアからど
のように独墺圏に伝播し発展していったかを身をもってト
レースし、検証して見せた。それはおそらく東洋出身の若い
ヴァイオリニストがベルリンの名門オーケストラを牽引して
いく上で必要なことだったろう。そして我々は、本シリーズ
の演奏を通して、彼女の音楽への視座がさらに広がり深まっ
ていくのを、驚きと喜びと共に見守ってきた。
　さて。最終回となる第4回―〈近現代〉と題されたコン
サートで取り上げられるのは4曲。今回もまたウィーン

（オーストリア）が出発点だ。1910年の作品でありながら、
いまだ新しいウェーベルン。精妙さとファンタジーという要
素のバランスの妙が聴きどころだ。日下が〈エスポワール〉
でも本シリーズでも拘り続けた無伴奏作品は、1944年とい
う時代が生んだ緊張感と民族性というテーマが「いま」に響
くバルトークが選ばれた。東欧圏に向いた眼差しの先に見え
たシュニトケからは、日下が演奏される機会が少ないことを
不思議がっていた“Quasi una sonata”。“多様式主義”を確立
していくシュニトケ壮年期の充実ぶりをライヴで体感させて
くれることだろう。シリーズ最後に置かれた曲は、ベルリン
でプチブームだという《ロードムービー》。言わずと知れた
ミニマル・ミュージックの大家 J.アダムズらしさの漲る作品
だ。日本からアメリカ、そしてドイツへと旅を続ける日下に
は、ある種のシンパシーが感じられる作品なのだろう。
　今回も、彼女の要請により共演者を数人提案したところ、
偶然にも一押しだったビヨルン・レーマンを選択してくれ
た。レーマンは、日本ではトッパンの主催公演にも出演して
いる高橋礼恵とのピアノ･デュオとして知られているが、ベル
リンでは20世紀以降の音楽の名解釈者として、演奏、指導両
面で高い評価を得ているピアニストである。またひとり、新
たな優れたピアニストを紹介できるのも本公演の喜びだ。
本シリーズはこれにて一旦終了となるが、日下とトッパン
ホールとの関係はこれからも続いていく…。

プログラミング・ディレクター
西巻 正史
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ヴァイオリン3公演セット券のご案内 通常価格
18,500円のところ

トッパンホールクラブゴールド会員 14,060円
レギュラー会員／一般 15,910円

全席指定
限定数販売

会員同時入会可

パトリツィア・コパチンスカヤ［ヴァイオリン］
ポリーナ・レシェンコ［ピアノ］

◆ バルトーク：ヴァイオリン・ソナタ第2番 Sz76
◆ エネスク：ヴァイオリン・ソナタ第3番 イ短調 Op.25《ルーマニア民俗風》 ◆ ラヴェル：ツィガーヌ

8,000円 ／ 学生 4,000円［販売中］1/14月 祝
2019 15:00

開　演 3/27水
2019 5,500円 ／ 学生 2,500円

単券発売：11月21日水［会員：11月17日土］

ヴェロニカ・エーベルレ［ヴァイオリン］－無伴奏

◆ イザイ：無伴奏ヴァイオリン・ソナタ第2番 イ短調 Op.27-2　◆ ブーレーズ：アンセム  I
◆ J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ第2番 ニ短調 BWV1004　ほか
特別協賛：鹿島建設株式会社特別協賛：高砂熱学工業株式会社

19:00
開　演

◆ プーランク：ヴァイオリン・ソナタ


